
 

 

 

報道関係各位                                                      2026年 3月 27日 

カルビー株式会社 

ジャパンフリトレー株式会社 

カルビー株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長兼 CEO：江原 信、以下「カルビー」）は、広島

県廿日市市の広島はつかいち工場で、連結子会社のジャパンフリトレー株式会社（本社：茨城県古河市、代表

取締役会長兼社長：石辺 秀規、以下「ジャパンフリトレー」）の主力商品である「マイクポップコーン」や「ド

リトス」の製造を開始します。製造開始は 2027 年 4 月を予定しており、これにより国内におけるジャパンフ

リトレー商品の生産能力は、現行比で約 1.5倍に増加する見込みです。 

 

【背景と経緯】 

ジャパンフリトレーは、1957 年に日本初のポップコーン製造・販売会社として設立されました。その後、

PepsiCo,Inc.（以下、ペプシコ）との合弁会社およびペプシコ 100％子会社を経て、2009年 7月にカルビー

の 100％子会社となりました。現在は「マイクポップコーン」「ドリトス」「チートス」などを主力商品とし、

コーンスナック市場でシェア No.1（※）を誇っています。 

現在、ジャパンフリトレーの商品は茨城県古河市の古河工場で製造し、全国へ配送していますが、関東の

1 拠点から全国配送を行う体制は、物流効率やコスト面で課題があり、需要に十分応えられない状況が続い

ていました。 

国内スナック市場における競争が激化する中、カルビーグループは、2026 年 10 月にジャパンフリトレー

の営業・物流機能をカルビーに移管し、統合する予定です。この事業運営体制の見直しに伴い、広島はつか

いち工場の敷地を活用してコーンスナックの製造ラインを新設することを決定しました。 

今回の製造ライン新設は、供給能力の増強に加え、東西 2拠点体制を構築することで、物流の効率化とバ

ックアップ機能の強化を図ります。 

カルビーグループは、成長戦略「Accelerate the Future」において、商品・サービスの提供領域の拡張を

掲げています。今回の供給体制の増強はその一環であり、国内スナック事業のさらなる成長を目指して競争

力の強化を進めてまいります。 

※インテージ SRI+ コーンスナック市場（2024年 4月〜2025年 3月累計販売金額） 

 

関連リリース 

・カルビーグループ成長戦略『Accelerate the Future』を発表 

 https://www.calbee.co.jp/newsrelease/260327a.php 

・カルビーグループ、国内スナック事業の営業・物流機能を統合 

https://www.calbee.co.jp/newsrelease/251201.php 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ＞ 

カルビー株式会社 コーポレートコミュニケーション本部 グループ広報部 担当：吉田 / 櫛引 

TEL：03-5220-6226  Mail： press@calbee.co.jp 

カルビー、広島はつかいち工場にコーンスナックの生産ライン新設 

「マイクポップコーン」などジャパンフリトレー商品の生産能力約 1.5倍に 

2027年 4月から順次生産開始 

https://www.calbee.co.jp/newsrelease/260327a.php
https://www.calbee.co.jp/newsrelease/251201.php

